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衆
議
院
議
員
高
橋
千
鶴
子
君
提
出
労
災
補
償
行
政
に
係
る
労
災
認
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
本
省
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
労
働
局
及
び
労
働
基
準
監
督
署
に
、
御
指
摘
の
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
六
日

の
高
知
地
方
裁
判
所
判
決
（
以
下
「
高
知
地
裁
判
決
」
と
い
う
。
）
の
判
決
文
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
て
お
り
、
ま
た
、

高
知
地
裁
判
決
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
、
今
後
、
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

高
知
地
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、
高
知
地
方
裁
判
所
が
認
定
し
た
事
実
に
基
づ
き
、
身
体
に
振
動
を
与
え
る
業
務
に
よ
り
原

告
に
振
動
障
害
が
発
生
し
た
も
の
と
個
別
に
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

振
動
障
害
の
認
定
に
係
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下
「
労
災
保
険
法
」
と
い

う
。
）
第
四
十
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
受
診
命
令
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
署
長
が
、
「
振
動
障
害
の
認
定
基
準

に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
八
日
付
け
基
発
第
三
百
七
号
労
働
省
労
働
基
準
局
長
通
達
。
以
下
「
局
長
通
達
」

と
い
う
。
）
、
「
振
動
障
害
の
認
定
基
準
の
運
用
上
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
八
日
付
け
事
務

一



連
絡
第
二
十
三
号
労
働
省
労
働
基
準
局
補
償
課
長
事
務
連
絡
。
以
下
「
事
務
連
絡
第
二
十
三
号
」
と
い
う
。
）
等
に
従
っ
て

適
切
に
対
処
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
医
師
が
必
要
と
認
め
た
検
査
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
労
働
基
準
監
督
署

長
が
、
局
長
通
達
、
事
務
連
絡
第
二
十
三
号
等
に
従
い
、
業
務
上
外
の
判
断
に
当
た
り
必
要
と
す
る
場
合
に
、
医
学
的
判
断

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
受
診
命
令
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｆ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
％
検
査
」
（
指
動
脈
血
圧
検
査
）
に
つ
い
て
は
、
振
動
障
害
の
主
た
る
症
状
で
あ
る
手
指
の
血
流

が
阻
害
さ
れ
て
い
る
程
度
を
他
覚
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
検
査
方
法
の
一
つ
と
し
て
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
個
々
の
事
案
に
照
ら
し
て
総
合
的
な
判
断
を
行
う
上
で
、
労
働
基
準
監
督
署
長
が
受
診
命
令
に
お
い
て
指
定
し

た
医
師
が
、
必
要
と
認
め
た
場
合
に
、
実
施
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
局
医
」
は
、
労
災
医
員
規
程
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
訓
第
三
十
六
号
）
に
基
づ
き
都
道
府
県
労
働
局
長

二



が
委
嘱
す
る
地
方
労
災
医
員
（
以
下
「
地
方
労
災
医
員
」
と
い
う
。
）
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
主
た
る
職

務
は
、
労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
等
に
係
る
事
務
の
う
ち
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
要
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
労
働
基
準
監
督
署
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
協
力
医
」
は
、
「
労
災
認
定
に
お
け
る
医
師
の
作
成
す
る
意
見
書
、
鑑
定
書
等
の
早
期
収
集
の
た
め

の
医
師
会
、
労
災
病
院
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
」
（
平
成
八
年
三
月
二
十
九
日
付
け
基
発
第
百
七
十
六
号
労
働
省
労
働
基
準

局
長
通
達
）
に
基
づ
き
都
道
府
県
労
働
局
長
が
地
方
労
災
医
員
以
外
の
医
師
の
中
か
ら
委
嘱
す
る
労
災
協
力
医
（
以
下
「
労

災
協
力
医
」
と
い
う
。
）
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
地
方
労
災
医
員
の
中
に
、
当
該
事
案
に

係
る
診
療
科
目
を
専
門
と
す
る
医
師
が
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
労
災
協
力
医
に
対
し
、

労
災
保
険
給
付
等
に
必
要
な
医
学
的
事
項
に
つ
い
て
の
意
見
等
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
る
。

三


